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ハードウェア取扱説明書

○ 三菱PLC Q シリーズ対応のユニラインインターフェイスです。

○ Qモードで動作するCPUに使用できます。

○ CPUユニットの入出力点数の範囲であれば装着枚数に制限は

　　ありません。

○ 基本ベースまたは増設ベースのどのスロット位置にでも装着でき

　　ます。（装着時には必ず電源容量を考慮してください）

○ 伝送距離は総延長200m、500m、1km から選択できます。

■一般仕様

■性能仕様

電源電圧
使用周囲温度
保存温度
使用周囲湿度
雰囲気
耐振動
耐衝撃
絶縁抵抗
耐電圧
耐ノイズ

仕様
DC24V ＋15％－10％ リップル0.5Vp-p以下

0 ～ +55℃
-25 ～ +75℃

5～95％RH　結露なきこと
腐食性ガスがないこと

JIS  C  60068-2-6 に準拠
100m/s2

外部端子と外箱間  20ＭΩ以上
外部端子と外箱間  ＡＣ1000Ｖ 1分間

1200Ｖp-p （パルス幅1μs）

単位 :  mm

特　長

各部の名称

仕　様

外形寸法

プログラム/商品詳細

MQ-HUW

項目

項目

○ システム電源
 ＤＣ２４Ｖ安定化電源を使ってください。
 非安定電源はシステムの誤動作の原因となります。
○ 高圧線、動力線との分離
 本システムは高いノイズマージンを有していますが、伝送

ライン、入出力ケーブルは、高圧線や動力線から離して
ください。

○ コネクタ接続、端子接続
 ・ コネクタ内側には金属くずなどを入れないでください。
 ・ コネクタがはずれないようケーブル長さなどに配慮して

 ください。
 ・ 誤配線は機器に損傷を与えます。
○ 本システムは、下記資料に定められた仕様や条件の範囲

内でご使用ください。

○ システム安全性の考慮
 本システムは、一般産業用であり安全用機器や事故防止

システムなど、より高い安全性が要求される用途に対して
適切な機能を持つものではありません。

○ 設置や交換作業の前には、必ずシステムの電源を切って
ください。

この表示は、取り扱いを誤った場合、死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、傷害を負う可能性、
および物的損害のみの発生が想定される内容です。

本システム機器をお買いあげいただきありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みのうえご使用ください。
また、システム全体の取扱いについてはテクニカルマニュアルをご参照ください。

安全にお使いいただくため、次のような記号と表示で注意事項を示していますので必ず守ってください。

伝送方式
同期方式
伝送手順
ユニラインポート
I/O点数

※伝送速度
※伝送距離

※リフレッシュ 200m
　 サイクルタイム 500m
 1km
※伝送遅れ時間 200m
 500m
 1km
端末接続台数
質量
電源 PLC側

 ターミナル側

仕様
双方向時分割多重伝送方式

ビット同期方式
ユニライン・プロトコル

1ポート、着脱可能端子台
128点/256点（16点ごとに入出力の選択が可能）

20台
150g

＋5Ｖ 0.33Ａ（RM-120を接続しない場合）
 0.52Ａ（RM-120を接続した場合）

＋24Ｖ ＋15，－10％  リップル 0.5Vp-p以下
電流：0.2A（負荷電流は含まず）

●圧着端子

圧着端子を使用されるときは適用電線に適合した
フェルール端子等を使用してください。

●端子仕様

結線方法
締付トルク（N･m）
適用電線（mm2）[AWG]
ピッチ（mm）

より線または圧着端子
0.4～0.5

0.5～4［20～12］
5.08

128点
5.1ms
10.1ms
20.0ms

5.9～11.0ms
11.4～21.5ms
22.4～42.4ms

256点
9.6ms
18.9ms
37.5ms

10.4～20.0ms
20.2～39.1ms
39.9～77.4ms

0V

LG

UNI-WIRE SYSTEM

端子台

MODEスイッチ

SETスイッチ

モニタ端子

LEDカバー
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SET
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IN M.ERR.

MODE

SET
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入出力状態、エラー情報を表示します

伝送距離を選択します

サイジング時、モニタ時に使用します

伝送ライン接続用着脱端子台です

リアルタイムモニタRM-120（別売）により
I/Oのモニタをします

伝送点数設定スイッチ

1 2

点数の選択をします
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三菱PLC Qシリーズ対応ユニラインインターフェイス

※伝送距離仕様によって異なります。

保証についてのお願い
本製品の保証は日本国内で使用する場合に限ります。

■保証期間
納入品の保証期間は、ご注文主のご指定場所に納入後１箇年とします。

■保証範囲
上記保証期間中に、本取扱説明書にしたがった製品仕様範囲内の正常な使用
状態で故障が生じた場合は、その機器の故障部分の交換または修理を無償で
行います。
ただし、つぎに該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。
 (1) 需要者側の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。
 (2) 故障の原因が納入品以外の事由による場合。
 (3) 納入者以外の改造、または修理による場合。
 (4) その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。
ここでいう保証は納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘
発される損害はご容赦いただきます。

■有償修理
保証期間後の調査、修理はすべて有償となります。また、保証期間中において
も、上記保証範囲外の理由による故障修理、故障原因調査は有償にてお受け
いたします。

プログラム及び製品詳細につきましては
ホームページより取扱説明書をご覧ください。

HOME 製品案内 省配線機器ユニライン コントロールユニット群
PLCインターフェイス

基本/C仕様
29.4kbps

200m

S/M仕様
14.7kbps

500m

Z12/Z58仕様
7.35kbps

1km

○ このUNILINEハードウェア取扱説明書は製品同梱のハード
ウェアに関する簡易の取扱説明書です。

○ プログラム及び、製品詳細につきましてはホームページより
取扱説明書をご覧ください。

HOME 製品案内 省配線機器ユニライン コントロールユニット群
PLCインターフェイス

伝送距離選択仕様
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接続例 スイッチ設定 表示

遠隔部分での電源電圧降下
には図のようなローカル電源
方式を考慮してください。

この場合ユニット間の接続
はD-Gの信号２線のみとなり
ます。

伝送ケーブル

ローカルＤＣ電源
　　(DC24V)

24V

0V

D
G

2
4
V

0
VD G

伝送ラインの内容
D,G :信号ライン
24V,0V:電源ライン

次のターミナルユニット
またはエンドユニット

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

PTV-H□□T2

L L L L L LL リレー、ソレノイドなどL

パワーターミナル
（出力ユニット）

24V
0V

D
G

24
V

0VD G

センサターミナル
（入力ユニット）

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

POWER  SEND         0     1     2     3     4     5     6     7

STV-H□□T2

スイッチ、センサなど

ＰＬＣ

伝送ケーブルの総延長は伝送距離仕様により異なり
ます。基本/C仕様は200m、S/M仕様は500m、
Z12/Z58仕様は1kmです。
ターミナルユニットの伝送距離仕様は本機の伝送距
離仕様と同じ仕様のものをご使用ください。

インターフェイス１台に対し
ターミナル20台まで接続できます。

ユニライン端子台24V,0V
通過電流：5A max.

IN（緑） ：入力を表します。

OUT（黄） ：出力を表します。

SET（橙） ：通常時消灯、サイジング時点灯

M.ERR.（赤） ：本機またはPLCに異常がある場合点灯します。

  この場合は伝送、RM-120によるモニタなどすべての機能

  が停止します。

  QCPUのERR.LEDが点滅します。（EEPROM異常の場合を

  除く）

U.ERR.（赤） ：本システムの伝送ラインに異常がある場合点灯します。

  これらのエラーはワーニングレベルでありQCPUはプログ

  ラムを実行し続けます

● ユニライン表示

U.ERR.表示

遅い点滅

点灯

速い点滅

主な原因

 （速い点滅とはＩＮまたはＯＵＴの点滅と同じ周期の点滅を言います。）

D-G間短絡

D-Gラインの断線。またはターミナルの故障か

ターミナルに24Vが供給されていない。

D-24V間短絡。または本機に24Vが供給されて

いない。

エラーフラグ

ビット０

ビット１

ビット２

※1　●：点灯、○：消灯、*1：動作状態に応じて点灯・消灯・点滅
※2　1～4のチェックはリセット時のみ行われます。
※3　EEPROM異常の場合はユニラインの伝送を行います。

1

2

3

4

5

6

7

点灯状態
主な原因

M.ERR.

●

●

●

●

●

●

●

U.ERR.

●

●

*1

○

○

○

○

IN

●

○

*1

○

●

○

○

OUT

○

●

*1

○

○

●

○

SET

○

○

●

○

○

○

●

MPU内部ROMエラー

MPU内部RAMエラー

EEPROM異常

ユニット初期化異常

MPUウオッチドッグタイマーエラー

QCPUエラー

ソフトウェアエラー（QCPUがRUN状態でのみ）

端子配置

注意

端子名
Ｄ
Ｇ

２４Ｖ
０Ｖ
ＬＧ

内容
伝送線＋側。ターミナルのＤと接続します。
伝送線－側。ターミナルのＧと接続します。
ＤＣ２４Ｖの安定化電源を接続してください。
負荷とターミナルに必要な電流＋0.2Ａ以上の容量のもの
ノイズフィルタの中性点に接続されています。
２４V系の電源ノイズによる誤動作がある場合に接地します。

ユニラインポートは脱着可能端子台です。

多芯ケーブルで複数の伝送線（Ｄ、Ｇ）をまとめて送らないでください。まとめて送るとクロストークにより機器が誤動作します。
１ポートに１本の伝送線としてください。
 * 伝送線の太さは200mまでは0.5mm² 以上、それ以上の場合は1.25mm²以上としてください。
 * ケーブルによる電圧降下にご注意ください。電圧降下により機器が誤動作します。電圧降下が大きい場合はターミナル側
 で電源を供給してください。（ローカル電源）
 * コネクタ端子に接続する線は半田あげしないでください。線がゆるみ接触不良の原因となります。
 * 本機に供給される24V電圧が20V以下になると伝送を停止します。

Ｄ、Ｇはそれぞれアドレスユニットまたは
ターミナルユニットのＤ、Ｇと接続してください。
（各ユニットの取扱説明書を参照ください。）
ターミナルの接続台数は最大２０台です。
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三菱電機PLC
Qシリーズ

● SET

 本機にユニラインターミナルIDを

 記憶（サイジング）させる場合に

 使用します。

 サイジングはSET（橙）LEDが

 点灯するまで（約5秒間）長押し

 してください。

● MODE

 伝送距離を選択します。

MODE
0
1
2

3～F

伝送距離
200m
500m
1000m
予約

● 伝送点数設定スイッチ

 伝送点数を選択します。

1
ON
OFF

2
OFF
OFF

スイッチNo.
128点
256点

※出荷時は256点伝送設定です。

1 2

ユニラインインターフェイス
MQ-HUW

安定化電源を使用
してください。
電源電圧はDC24V～
DC27.6Vの間で設定
してください。

伝送ケーブルはユニラインシステム１系統に
つき、１本としてください。
２系統以上まとめないでください。

センド
ユニット

１

２系統の多芯ケーブル
１本化禁止

独立した
伝送ケーブル

PLCコネクタ

PLCコネクタ

センド
ユニット

２

センド
ユニット

１

PLCコネクタ

PLCコネクタ

センド
ユニット

２

注意

注意

24V 0V

　ＡＣ

接続される全ユニットは同じ仕様で、
ご使用ください。

注意

伝送ラインには高圧線や動力線を
近付けないでください。　　

注意

注意

本機に接続されているユニラインターミナルIDを本機のEEPROMに記憶

させることをサイジングと呼びます。

● サイジング手順

 ・ ユニラインターミナルが全て正常に動作していることを確認します。

 ・ SET(橙)LEDが点灯するまで(約5秒間)SETスイッチを細いピンなどで長押

しします。

  (このときモニタユニットRM-120は接続しないでください。)

 ・ SET(橙)LEDが数秒間点灯して消えればIDの記憶が完了しています。

注意

・ サイジング操作は必ず行ってください。その時接続されている全ての
ターミナルとエンドユニットED-H2が通電状態で正常動作をしている
ことを確認してください。

・ サイジングが正しく行われないと監視機能が有効にならず断線検知
ができません。

・ ターミナルを追加したり取り除いた場合、アドレスを変更した場合に
は必ずサイジング操作を行ってください。

・ 従来システムのエンドユニットED-120 は接続しないでください。監視
機能が正しく働きません。

サイジング

注意

伝送ケーブルは、総延長200mまでは線径0.5mm²以上、
1kmまでは線径1.25mm²以上のものを推奨します。�
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